
2017年 9月 7日 

在京支部のみなさまへ 

守る会本部事務局 

 

 

 

守る会をはじめとした、臓器移植関連の患者団体が共同で運動をして、2010 年７月に小児も含め

た脳死下での移植ができるように臓器移植法が改正されました。しかし、法施行後７年が経過したにも

かかわらず、脳死下での臓器提供は年間 50例、15歳未満からでは数例しか進んでいません。 

心臓病児では、臓器提供を待つことができずに、大きなリスクと２～３億円といった多額の費用をかけ

て、渡航移植を決断して移植を受けています。また、国内では、補助人工心臓を着けながら、学校に

行くにも困難な状況で待機しています。さらに、先天性心疾患で重症な患者へも「心臓移植」という選

択肢が示されるようになり、会にとってはますます移植医療の前進が望まれているところです。 

そうした現状から、特定非営利活動法人グリーンリボン推進協会の主催、６つの患者団体が共催を

して、「臓器移植推進グリーンリボンパレード」を６年ぶりに開催することになりました。 

 

＜実施内容＞ 

〔日程〕 

２０１７年１０月２２日（日） 

11：30 銀座水谷橋公園集合 

12：00 パレード出発 

数寄屋橋～外堀通り～ホテル日航前 

～日比谷公園 

12：45 日比谷公園到着 

           各団体から挨拶、議員挨拶 

13：00 解散 

※雨天時は中止（事務局各自に連絡いたします） 

 

参加できる方につきましては１０月１６日までに 

お名前、雨天時連絡方法（携帯番号、メールアドレス、ファックスなど）本部事務局へご連絡ください。 

  子どもさんの参加も歓迎です！ ご家族でご参加を！ 

 

〔参加団体〕 

グリーンリボン推進協会、全国腎臓病協議会、日本移植者協議会、東京腎臓病協議会、ニュー

ハートクラブ、全国心臓病の子どもを守る会 

〔後援〕  

厚生労働省、文部科学省、東京都、日本臓器移植ネットワーク、日本医師会、日本移植学会 

臓器移植推進パレードへ参加しませんか？  



 

 


